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諮問書 

 

 

 大阪市外郭団体等への関与及び監理事項等に関する条例（平成 25 年大阪市条例第 10 号）第７

条第１項に規定する外郭団体である社会福祉法人大阪社会医療センターによる中期目標の期間を

通じた経営評価（対象事業活動の実績）の結果及び所管所属である大阪市福祉局による大阪市外

郭団体の事業経営の評価等に関する指針を定める規程第６条第２項第１号イの規定に基づく当該

経営評価の審査の結果について、同条例第７条第４項の規定に基づき、別紙により諮問します。 



別紙

《様式１》

中期目標の期間終了時において、⑴の行政目的又は施策によって実現しようとしている状態

中
期
目
標
の
期
間
を
通
じ
た
評
価

外
郭
団
体
の
自
己
評
価

●最終年度【中期目標の期間を通じた評価】

市
の
評
価

助言等及び講ずるよう求める措置の内容【大阪市外郭団体等への関与及び監理事項等に関する条例第７条第５項】（※必要な場合のみ）

　あいりん地域にはかつて多くの日雇労働者が流入し、現在はその方たちの高齢化が進んでいる。また、本市のホーム
レス数は依然として多く、市外からの流入も続いている。不安定な就労状態にあることで安定した収入がない方も多数
存在しており、社会的、経済的理由により必要な医療を受けることが困難な状況に陥りやすいことから、これらの生計
困難者が経済的な理由により必要な医療を受ける機会を制限されることがないよう、無料又は低額な料金で診療を行う
無料低額診療事業を継続して実施すると共に、医療・福祉に関する相談支援等のサービスを総合的かつ一体的に提供し
ていく必要がある。
　団体が中期計画の期間において行ってきた取組は本市の行政目的に合致するものであり、本市が団体に期待する役割
を充分果たしてきたと評価する。

中期計画に定めた指標及び目標に基づく評価並びに当該評価を踏まえた本市の総合的な評価

最終目標達成状況 中期計画に定めた指標及び目標に基づく評価を踏まえた団体の総合的な評価

ア 　当院はあいりん地域並びに周辺の居住者及び生計困難者が、経済的な理由により必要な医療を
受ける機会を制限されることがないよう、令和２年12月の新病院開設以来、無料低額診療や医
療・福祉に関する相談支援等に力を入れた事業運営を行ってきた。地域における医療・福祉サー
ビスの向上をめざし、各種会議での事業周知や支援機関等との連携に力を入れると共に、医師及
び看護師による医療相談会を継続して実施してきた。新型コロナウイルス感染症の影響により活
動が大幅に制限されたことから、中期計画の前期は目標を達成することができなかったものの、
新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行してからは目標を上回る実績を上げ、無料低額診
療及び医療・福祉に関する相談支援等のサービスを総合的かつ一体的に地域住民に提供すること
ができた。そのため、総じて中期計画期間における目標を達成することができたと考える。

ア：達成
イ：達成見込み
　 （計画期間中）
ウ：未達成

【対象事業活動の実績に関する評価】

令和６年度　事業経営評価

　令和２年12月に開院の新病院において、無料低額診療及び医療・福祉に関する相談支援などのサービスを必要とする対
象者に当該サービスが適切に提供されている状態

団体名 （社福）大阪社会医療センター 所管所属名 福祉局

　あいりん地域及びその周辺地域において無料低額診療及び医療・福祉に関する相談支援等のサービスを総合的かつ一体
的に提供する。

　令和２年５月１日から令和７年３月31日までの５年

中
期
目
標

⑴ 当該外郭団体の事業経営を通じて達成しようとする本市の行政目的又は施策の具体的な内容

⑵ 中期目標期間

⑶
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別紙

《様式２》

中
期
計
画

団体が中期計画期間中に行政目標達成に向けて取り組む具体的な内容

  各種疾病、医療及び福祉に関する情報並びに実施している取組について地域広報紙での事業周知を行い啓発に努め
る。あわせて医療及び福祉を提供するうえで支援が困難であった事例について検討し、より良い支援につなげるととも
に連携を強化するため、支援機関等との会議の主催や参加に取り組む。

実績値

目標値

55回

38回

49回

38回

R３R2

28回24回

●最終年度【中期目標の期間を通じた評価】

中
期
計
画
達
成
状
況

指標Ⅰ 事業周知回数並びに会議開催回数及び参加回数

  令和２年及び令和３年は新病院の竣工披露式典・内覧会など様々な機会を活用して周知を図ったが、新型コロナウイ
ルス感染症対策のため、活動を予定していたあいりん地域モデルケース会議等が休会したことで目標達成に至らなかっ
た。令和４年は地域での集会や新型コロナウイルスワクチン接種時の機会を利用し事業周知を行う等、コロナ禍におい
ても様々な機会を捉え広報活動を行うことで目標を達成した。令和５年に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に位
置づけられて以降、あいりん地域モデルケース会議等が再開されたことにより、令和５年以降は目標を大きく上回る実
績を上げることができた。

中期計画期間における具体的な取組内容（実績）

対象事業活動の実績に関する評価(事業活動に関する事項)

取組－１ （※分野ごとの評価）

27回20回 40回

38回

R６【最終】R５R４

中期計画の目標達成状況【中期計画期間】
外
郭
団
体
の
自
己
評
価

ア
ア：達成
イ：達成見込み（計画期間中）
ウ：未達成

「様式1：中期目標⑶」
に対する取組の有効性

ア：達成
イ：達成見込み(計画期間中)
ウ：未達成

中期計画期間の達成状況について

　令和２年及び令和３年は、新型コロナウイルス感染症の影響により活動が制限されたため目標を達成することができ
なかったが、様々な機会を捉えて積極的に広報活動を行った。新型コロナウイルス感染症が５類感染症に位置づけられ
てからは、各種会議が再開したことで、支援機関等との情報共有や事例検討を通した連携強化を行うことができた。コ
ロナ禍において目標の達成が困難な年もあったが、状況に応じた柔軟な対応を行った結果、総じて目標を達成すること
ができたと考える。

市
の
審
査

中期計画の目標達成状況
【中期計画期間】

ア Ａ
A：有効だった
B：有効ではなかった

「外郭団体の自己評価」に対する審査結果

　新型コロナウイルス感染症の流行により社会活動が大幅に制限される中でも、広報活動や関係機関との連携強化に積
極的に取り組んでいるため団体の自己評価は妥当である。

「中期目標」達成の視点からみた審査結果

　あいりん地域及びその周辺地域において無料低額診療及び医療・福祉に関する相談支援等のサービスを総合的かつ一
体的に提供するためには、団体の存在や役割を地域の人々に広く知ってもらうことが不可欠であり、様々な機会を捉え
て広報活動を行ってきたことは評価できる。また、地域の会議に積極的に参加することは、関係機関と情報共有をしな
がら連携して支援を行う体制を整えることがことができ、地域における包括的な支援体制の構築にもつながるため、中
期計画の期間において団体が行ってきた取組は適切であり、概ね目標を達成できていると考える。
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別紙

《様式２》

「様式1：中期目標⑶」
に対する取組の有効性

A：有効だった
B：有効ではなかった

「外郭団体の自己評価」に対する審査結果

　新型コロナウイルス感染症の流行により社会活動が大幅に制限される中でも、様々な機会を捉えて医療相談会を実施
し、地域における医療及び福祉の向上に取り組んでいるため団体の自己評価は妥当である。

「中期目標」達成の視点からみた審査結果

Ａ

中
期
計
画
達
成
状
況

市
の
審
査

中期計画の目標達成状況
【中期計画期間】

ア
ア：達成
イ：達成見込み(計画期間中)
ウ：未達成

　あいりん地域及びその周辺地域において無料低額診療及び医療・福祉に関する相談支援等のサービスを総合的かつ一
体的に提供するためには、団体の存在や役割を地域の人々に広く知ってもらうことが不可欠であり、単なる広報活動で
なく、医療相談会を通じて積極的に地域の医療・福祉ニーズに応えようとしてきたことは評価できる。よって、中期計
画の期間において団体が行ってきた取組は適切であり、概ね目標を達成できていると考える。

外
郭
団
体
の
自
己
評
価

中期計画の目標達成状況【中期計画期間】 ア
ア：達成
イ：達成見込み（計画期間中）
ウ：未達成

中期計画期間の達成状況について

　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年は活動が制限され目標を達成することができなかったが、令和３
年以降は様々な機会を捉えて医療相談会を実施したことで目標を達成した。コロナ禍により目標の達成が困難な年も
あったが、院内及び院外で積極的に医療相談会を開催したことにより、地域住民に対して必要な医療及び福祉へつなげ
る機会を提供することができたため、総じて目標を達成することができたと考える。

中期計画期間における具体的な取組内容（実績）

　令和２年は新型コロナウイルス感染症対策により活動が制限されたため、目標を達成することができなかった。令和
３年及び令和４年は、近隣での集会や新型コロナウイルスワクチン接種等の機会を活用して医療相談会を実施したこと
で目標を達成することができた。令和５年以降は、院内における健康教室の再開や、各種ワクチン接種の機会を通じた
医療相談会を実施したこと等により目標を達成することができた。

実績値

目標値 8回 11回 15回 15回 15回

2回 11回 15回 18回 17回

指標Ⅰ 医療相談会の開催回数

R2 R３ R４ R５ R６【最終】

●最終年度【中期目標の期間を通じた評価】

対象事業活動の実績に関する評価(事業活動に関する事項)

取組－２ （※分野ごとの評価）

中
期
計
画

団体が中期計画期間中に行政目標達成に向けて取り組む具体的な内容

　周辺機関と連携して、健康や医療に関する各種事例を医師及び看護師が参加者に説明する方法や疾病や健康に関する
質問に個別に看護師が対応する方法により、必要に応じて医療及び福祉につなげる医療相談会を開催する。
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